













This paper is to shed light on the substance of internally generated goodwill and its recognition.
内生暖簾　シナジー　４つの残余　無形財


































た考え方であり、例えば、Ma and Hopkins （1988）、

























































げは行わないため、 NAf と NAb の関係は NAf ＞
NAb となることが多いように思われる。ただし、
反対に NAf ＜ NAb という状態が生じていた場合
であったとしても、「企業全体の使用価値 Viu 」
が NAb 、 NAf や Vf を上回っているかぎり、企業
は当該純資産を持ち続けるはずであるため、こ













ことも考えられうる（つまり、 NAf ＞ Vf という
状態）。しかし、このような場合、企業は資産の
一部を処分するという判断をするはずであるた




























④  残余 d4
　「取得企業にとっての被取得企業全体の使用価
値 V(iu)」が「（被取得）企業全体の使用価値 Viu」









































































余 d3 および残余 d4 は主観暖簾ということにな
る。
　この客観暖簾および主観暖簾という用語は、
古くは Edwards and Bell（1961）において用いら
れていた用語である。Edwards and Bell （1961,









































































ia, ib, ic,…, in ＝ 識別不能な無形財
理論上の暖簾 G = シナジー S　　　　　   　　














































































い残余 d3 および d4 は主観暖簾ということになる。
　次に、第２の分類基準は、暖簾に対して支払
いが行われたかどうかという基準であるため、
この基準によると、残余 d2 は買入、残余 d3 お
よび d4 は内生ということになる。このように、
















V(iu)」未満（ C ＜ V(iu)）で決定される。つまり、
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